
平成 30年度国際関係学部地域研究学会総会

同時 :平成 30年 5月 15日 (火)9:30 - 10:30

場所 :11号館 202教室

式次第

1 定数確認

2 開会宣言

3 会長挨拶

4 議長選出

5 議案審議

議案 1

議案 2

議案 3

議案 4

議案 5

議案 6

6 閉会宣言

平成 29年度地域研究学会運営委員会・研究班活動報告

平成 29年度会計・監査報告

平成 30年度地域研究学会運営委員会名簿案

平成 30年度地域研究学会運営委員会・研究班活動計画案

平成 30年度地域研究学会予算案

会則改定案

平成 29年度地域研究学会運営委員会

新里孝一 教授 (国際関係学部長 )

監査 : 新納豊 教授   松本弘 教授

長

計

〈
蒸
　
△ム

運営委員

大倉諒平

関口真由

村上芽衣

佐藤真彩

金山創太

(学生):

(事務局長、国関 3年 )

(書記、国関 3年 )

(財務、国関 2年 )

(広報、国文 2年 )

(総務、国関 2年 )

運営委員 (教員):

岡本信広 教授

滝 日明子 教授

飯固有佳子准教授

大石敏之 准教授

福家洋介 准教授

小尾淳  助教
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議案 1 平成 29年度地域研究学会運営委員会 0研究班活動報告

・地域研究学会運営委員会

04月 地域研究学会ガイダンスおよび新入生歓迎会 主催

06月 ASIAMⅨ  主催

11月  スピーチコンテス ト 協賛

0民族資料研究班

05月  アジアミックス参加

07月 第 8回小学生のためのアジア理解講座@市の川小

11月 第 9回小学生のためのアジア理解講座@高坂小

12月 第 10回小学生のためのアジア理解講座@高坂小

第 11回小学生のためのアジア理解講座@市の川小

03月 社会貢献活動功労者表彰 (大東文化大学ベス トボランティア賞)受賞

・ フェアー トレー ド研究班 綺

05月 ASIAMⅨ  出店

07月  EARTHDAY MARKrr(代 々木公園)出店

11月 大東祭 出店

かわごえ国際交流フェスタ 議店

・ ガムラン研究班

月曜 4限 (前 0後期)ガムラン合奏

06月 ASIA MⅨ 昼休み企画参加

11月  「ランランガムラン交流発表争 イン ドネシア中部ジャフのガムラン

音楽と舞踊―」 (大東文化会館)

・ 比較文化研究班

06月  ASIAMⅨ でのお茶教室の運営

定期的なお茶会

・ タイ語翻訳研究班

ドゥアンプラティープ財団の援助を受けた子供たちの手紙 20通を翻訳

・NGO研究班

活動停止

・研究班「大豆のアジア学」

活動停止
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議案2 平成 29年度会計・監査報告 (別紙) P9～ lο

議案3 平成 30年度地域研究学会運営委員会名簿案

会長 :  新里孝一 教授 (国際関係学部長)

会計・監査 :新納豊 教授  遠藤元 准教授

運営委員 (学生):

金山創太 (国関 3年 )

村上芽衣 (国関 3年 )

佐藤真彩 (国丈 3年 )

武藤 愛 (国文 3年 )

小田夏生 (国関 3年 )

小野朋生 (国文 2年 )

運営委員 (教員):

柴田善雅 教授

細田咲江 教授

廣江倫子 准教授

吉村武典 講師

田崎郁子 講師

議案 4 平成 30年度地域研究学会運営委員会・研究班活動計画案

・地域研究学会運営委員会

04月 地域研究学会ガイダンスおよび新入生歓迎会企画 主催

06月 ASIAMⅨ  主催

11月 スピーチコンテス ト 協賛

・民族資料研究班

04月 新入生勧誘

06月  アジアミックス参加

05月～12月 東松山市立の小学校で、アジア理解講座の実施

・ フェアー トレー ド研究班 M可

06月  ASIA MⅨ 出店

07月 EARTHDAY MARKrr(代 々木公園)出店

11月 大東祭 出店

かわごえ国際交流フェスタ 出店

。ガムラン研究班

月曜 4限 (前・後期) ガムラン合奏

06月  ASIA MⅨ  昼休み企画参加予定

交流発表会は未定



・比較文化研究班

ASIA MⅨ でのお茶教室の運営

定期的なお茶会

新たな活動を予定

・ タイ語翻訳研究班

ドゥアンプラティープ財団の援助を受けた子供たちの手紙を翻訳

O NGO研究班

今年度活動停止

・研究班「大豆のアジア学」

今年度活動停止

議案 5 平成 30年地域研究学会予算案

収 入

項 目 金 額

前年度繰越金 3,715232

平成 30年度学会費 1,770,000

合 計 5,485,232

支 出

項 目 金 額

事務局運営費 (会館光熱水費) 30,000

新入生歓迎会 70鰤

アジアミックス 6∞,000

写真コオ スト 55鰤

スピーチコンテスト 410,000

研究班助成金とプロジエクト助威金 400,000

バンフレット製作費(広報) mooo

予備費 1∞脚

次年度繰越金 3,77Q232

合 計 5,485,232
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議案6 会則改定案

第 1条 本会は、大東文化大学国際関係学部地域研 1第 1条 本会は、大東文化大学国際関係学部地域研

究学会と称する。               1究 学会と称する。

第 2条 本会は、地域研究およびそれに関連する言 1第 2条 本会は、地域研究およびそれに関連する言

語、歴史、政治、経済、社会、芸術等の分野の学習 1語、歴史、政治、経済、社会の分野の学習と研究、

と研究、情報の交換、ならびに研究者、学生の交流 1情報の交換、ならびに研究者、学生の交流を促進す

を促進することをその目的とする。       |る ことをその目的とする。

第 3条 本会は、第 2条に掲げた目的を達成するた

めに、次の諸事業を行う。

1.研究会、講演会、映画会等の開催

2.図書および資料の収集

3.出版物の作成

4。 国内 。国外の研究者、学生との交流

5。 その他必要と認められる事業

第 4条 本会の事務所を埼玉県東松山市岩殿 560

大東文化大学国際関係学部内に置く。

第 3条 本会は、第 2条に掲げた目的を達成するた

めに、次の諸事業を行う。

1.研究会、講演会、映画会等の開催

2.図書および資料の収集

3.出版物の作成

4。 国内・国外の研究者、学生との交流

5。 その他必要と認められる事業

第 4条 本会の事務所を埼玉県東松山市岩殿 560

大東文化大学国際関係学部内に置く。

第 5条 本会の会員は、次の通 りとする。    1第 5条 本会の会員は、次の通 りとする。

1.大東文化大学国際関係学部 (以下本学 1    1.大 東文化大学国際関係学部 (以下本学

部と略称する)所属専任教員          1部 と略称する)所属専任教員

2.本学部学生            1    2.本 学部学生

3.大学院アジア地域研究科学生    1    3.大 学院アジア地域研究科学生

第 6条 本会に次の役員を置く。        1第 6条 本会に次の役員を置く。

1.会長   1名
2.運営委員 11名

A 教員委員 5名

B 学生委員 6名

3.会計監査委員 2名

1。 会長   1名
2.運営委員 12名

A 教員委員 6名

B 学生委員 6名

3.会計監査委員 2名

4.地研委員
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第 7条 第 6条に定める役員のうち、会長は本学部 1第 7条 第 6条に定める役員のうち、会長は本学部

学部長をもってこれにあてる。          1学 部長をもってこれにあてる。

運営委員 (教員委員)は会長が選出する。運営委 1 運営委員 (A・ B)の選出規定は別にこれを定め

員 (学生委員)は学生委員の互選で選出する。  |る 。

会計監査委員は、第 5条 1項に定める会員より互

選によってこれを選出する。運営委員、会計監査委

員の任期は 1年とする。

会計幣杏委員は、第 5条 1項に定める会員より互

選によってこれを選出する。運営委員、会計監査委

員の任期は 1年 とする。

地研委員は、各チュートリアル、演習 I、 演習Ⅱ

より1名選出する。任期は 1年 とする。なお、2015

年度以後の入学生はチュー トリアルの最終授業ま

でに、次年度の地研委員の選出を行うものとする。

任期は 1年 とする。

第 8条 会長および運営委員は運営委員会を構成 1第 8条 会長および運営委員は運営委員会を構成

する。                  |す る。

運営委員会は本会を運営し、事業計画および予算 1 運営委員会は本会を運営し、事業計画および予算

案を作成し、会務を分担処理する。       1案 を作成し、会務を分担処理する。

また、必要に応 じて会則改正案を作成する。運営 | また、必要に応 じて会員1改正案を作成する。運営

委員会の議事は、構成員の過半数をもってこれを決 1委員会の議事は、構成員の過半数をもってこれを決

し、議事録にこれを記録する。         |し 、議事録にこれを記録する。

第 9条 会長は毎年一回、5月 末日までに定例総会 1第 9条 会長は毎年一回定例の代議員会を招集し

を招集しなければならない。但し、必要に応 じて、|な ければならない。但し、必要に応じて、臨時代議

臨時総会を招集することができる。       1員 会を招集することができる。

第 10条 代議員会は、下記の代議員をもって構成

する。

1.地研委員

2.大学院生委員 :2名

3.教員委員 :3名

第10条の1 総会においては次の事項を審議する。1第 11条の 1 代議員会においては次の事項を審議~ 1.会
貝1の改正に関する件     |す る。
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2.毎年度の事業計画および予算案

3.前年度の事業報告および決算報告

4.運営委員会より提出された案件

5。 その他本会運営のために必要な案件

第 10条の 2 総会は委任状を含め会員総数の 4分

の 1の出席をもって成立する。

第 11条 本会運営のための経費は会員の納付する

会費、寄付金、その他の収入をもってこれにあてる。

第 12条 本会の会費 は 1年間 2,000円 とし、修業

年限分を納入 しなければならない。

第 13条 本会の会計規則は、別にこれを定める。

1.会則の改正に関する件

2。 毎年度の事業計画および予算案

3。 前年度の事業報告および決算報告

4.運営委員会より提出された案件

5.そ の他本会運営のために必要な案件

第 11条の 2 代議員会は委任状を含め代議員総数

の過半数の出席をもって成立する。

第 12条 本会運営のための経費は会員の納付する

会費、寄付金、その他の収入をもつてこれにあてる。

第 13条 本会の会費は 1年間 2,000円 とし、修業

年限分をまとめて入学時に納入 しなければならな

い。なお、途中退学しても返還はしない。

第 14条 本会の会計規則は、別にこれを定める。

第 14条 本会の会計年度は、毎年 4月

り翌年 3月 31日 に終了する。

以上

日に始ま 1第 15条 本会の会計年度は、毎年 4月 1日 に始ま

り翌年 3月 31日 に終了する。

以 上
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平成29年度 地域研究学会 会計報告
●収入の部

項 目 金額 摘要

前年度繰越金 4,121,266

平成29年度学会費 1,770,000

ASIA MⅨ 2017 227ρ35
チケット代  206540円

古書売上金  20495円

利息・払戻金・繰越金 265 36円 152円+177円

寄付金 37,143

収入合計 6,1恩5,700

●支出の部

費目番号 費目 金額 摘要

110C 消耗品費 364,202

1200 光熱費 29,687

140C 用品費 42,222

1600 印刷・製本費 27,792

1700 食材費 521,736

200C 運搬費 80414

2100 会議費 15,372

2200 支払い報酬 677,630

2400 宿泊費 221卸

2900 雑費 427,806

5100 交通費 32,616

支出合計 額閣 ,477

収入合計 6.1 .ヽ700

支出合掛 卿 ,477
′
     次年度繰越金 a715烈〕2

平成30年 ぶ月 P日 大東文化大学国際関係学部

地域研究学会 平成29年度財務担当

会計監査報告

上記の国際関係学部地域研究学会平成29年度会計報告書、通帳、帳簿及び証憑類を監査した結果、

「雑費」支出に含まれる「紛失金」310376円を除き、通正に会計処理されていることを報告します。  ′

錢醒麹 昴 多爛
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平成29年度 地域研究学会 会計報告(参考資料)

2017新歓 費目番号 合計 90,000 備考

1100 消耗品費 10,710

1400 用品費 25,482

1700 食材費 46,518

2000 運搬費 7,238

2900 雑費 52 残金として通帳へ戻す(払戻金 )

2017 ASIALE支出 費目番号 合計 1,190,013

1100 消耗品費 157,380

1600 印刷・製本費 2,265

1700 食材費

“

3,312

2000 運搬費 68,308

21CЮ 会議費 15,372

2200 支払い報酬 80,000

2400 宿泊費 113,000

2900 雑費 310,376
内76,283円 は残金だつたが、紛失

内227,013円 はASAMIX収入の紛失分

2017 ALSC支出 費目番号 合計 680.520

1100 消耗品費 58,033

1600 印刷・製本費 15,807

2000 運搬費 4,868

2200 支払い報酬 402,630

2400 宿泊費 108.000

2900 雑費 87,632 図書カード、楯など

5100 交通費 3,550

助成金 費目番号 合計 396,504

1100 消耗品費 123,106

1400 用品費 16,740

1700 食材費 31,906

2200 支払い報酬 195,000

2900 雑費 746

5100 交通費 29,066

写真コオ スト 費目番号 合計 53,093

11∞ 消耗品費 14,973

1600 印刷・製本費 9,720

2900 雑費 29,000 図書カード

事務局支出 費目番号 合計 20,687

1200 光熱費 29,687 手数料108円を含む

総支出合計 2,黎Ю477

よ



2018.05.08

地域研究学会 2017年度会計監査報告・付帯事項

地域研究学会財務担当者から報告のあった「2017年度会計報告」に本年度前期
に行われた「アジア MIX」 の会計処理に当たつて 310376円 の「紛失」が雑費とし

て処理されている。この「紛失」(現時点では「盗難」)の実態解明のために昨年秋

以来、地域研究学会会長 (学部長)や運営委員会により聞き取り調査等を行つたが

解明に至らず、本年4月 末に東松山警察署に「盗難届」が出されている。

問題の真相は未だ明らかでないが、この点に関して会計監査委員の立場から地域

研究学会における会計処理改善に向けての意見を附しておきたい。

2016年度に 70424円 の「使途不明金」を出し、2017年度に再び 310376円 の紛

失処理をしなければならないことは組織運営上極めて深亥Jな事態と言わざるを得
ない。地域研究学会は国際関係学部の学部生・大学院生・専任教員が納める会費に

よつて運営されており、年間予算の執行に当たっては責任ある執行体制を確立する
ことが繰り返し求められる。

我々は 2016年度の「会計監査報告・付帯事項」において (1)責任ある予算の

執行体制を作ること、(2)年度内の各種イベントの会計処理は、前期は7月 末、

後期は 1月 末までに処理し、研究班の会計処理を含む「会計報告書」は原則として

2月 内にとりまとめること、を付帯事項として要望している。

2016年度の「要望」を繰り返すのはやめて、「2017年度会計報告」の監査作業

を通じて我々が見いだした問題点を具体的に指摘しておこう。

(1)責任ある予算の執行体制について、各イベント実行委員会の下にある各予算

単位での会計処理には改善が見られたが、これらをイベント単位で総合する処理過

程で第 3者には見えにくいところがあった。今後とも改善が求められる。

(2)「紛失」が発生した「アジア MIx」 の会計処理は、帳簿上の会計処理は要望

した 7月 末までに終えていたと推測されるが、肝心の現金処理を怠ったまま放置し

たために引き起こされたものである。会計処理の締めは「通帳」への記帳である。

また、後期に「組織的混乱」があつたにせよ、最終的に「2017年度会計報告」
が関連資料とともに我々に届けられたのは新年度の4月 中旬であった。この点は関

係者の猛省を促したい。

以上

地域研究学会 2017年度会計監査委員

新納 豊 e松本 弘

０
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∠堵ギ争ン
2017.06.06

地域研究学会 2016年度会計監査報告・付帯事項

地域研究学会財務担当者から報告のあった「2016年度会計報告」には 70424円
の使途不明金があった。運営委員会ではこの使途不明金について追跡調査を行い、

その結果を「緊急対応策」にまとめている。これによると、まだ使途不明金発生の

原因究明には至っていないが、原因究明が困難なことも含めて、2016年度の学会

費の執行体制が極めて杜撲であつたことがわかる。なお、研究班の会計処理は適正

に行われていた。

このため2016年度の会計監査委員 (新納・松本)は、「監査報告」に以下の付帯

事項をつけて改善を要望する。

(1)責任ある予算の執行体制を作ること。たとえば各種イベント実行委員会には

財務担当者を置き、また必要に応じて部門別の会計担当者を置くこと。実行委員会

財務担当者は各部門会計担当者を統括し、「実行委員会会計報告」を作成して学会

運営委員会財務担当者に報告する。「前渡し金」「残金の返金」等の金銭の授受は運

営委員会財務担当者と実行委員会財務担当者との間で確実になされること。

(2)年度内の各種イベントの会計処理は、前期は7月 末、後期は 1月 末までに処

理し、研究班の会計処理を含む「会計報告書」は原則として 2月 内にとりまとめる

こと。

以上

地域研究学会会計監査委員

新納 豊 0松本 弘

/∂


